<書評リプライ>大村敬一氏の書評へのリプライ by 田中, 雅一
Title<書評リプライ>大村敬一氏の書評へのリプライ
Author(s)田中, 雅一




































タクト・ゾーン）、そして民族誌と読者との関係を想定している (第 3章 )。ただ、大村氏
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も指摘しているように、それらを十分に論じているとは言えない。また、誘惑の世界を
単純に親密圏と同一視するのも避けるべきであろう。誘惑は、そのような制度的な区画
化を横断・侵犯する偶発的な概念として、より有効であり、独自性があると考えるから
だ。この点に関連して、大村氏は森林の地下に張りめぐらされている根を喚起するような
リゾーム上のネットワーク世界を想定している。私も、最近の論稿（「＜格子＞と＜波＞
とナショナリズム――巨大な遺体安置所でLove Trip を聴きながら考えたこと」『文化人類
学』82巻４号、425-451ページ、2018年）では、波との関係でリゾームに言及している。
大村氏の比喩に従えば、ある程度木々がまとまっている地上は格子の世界、地下は波の世
界ということになろうか。地下（アンダーグラウンド）も、ワイルド・サイドに似て魅力
的な言葉である。さらに、もつれ（entanglement）についても、コロニアルな状況を超え
て、より根源的な概念として鍛え直す必要があろう。
　たぶん、個別論文については、いろいろと疑問点や批判点もあるのかもしれないが、的
確に本書のエッセンスを把握し、こういう形で評価していただいたことを改めて嬉しく思
う。今後は、分身、アンダーグラウンド、もつれなどを念頭に、さらなる探求を目指した
い。
